
 
人口の現状分析 

人口減少影響分析 

アンケート調査 

１．地方創生法とののいち創生長期ビジョン及び総合戦略の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．計画の名称・内容・位置づけ 
１）ののいち創生長期ビジョン～（仮）市民との認識共有のために～ 
 野々市市の人口の現状と将来推計、産業構造等を整理し、総合戦略策定のため

の基礎資料として策定するもの。 

２）ののいち創生総合戦略～（仮）選ばれる“まち”をめざして～ 
 長期ビジョンを基礎資料として、本市の地方創生に資する目標及び施策を定め

るもの。 

 なお、「野々市市第一次総合計画」は全分野を網羅する計画、「ののいち創生総

合戦略」は、特に「しごと」と「ひと」に資する施策に特化することとして住み

分けを行う。 

３．施策の考え方の整理 
計画期間 平成 27年（策定の日）から平成 32年３月 31日まで 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．基本目標及び施策目標（案） 
【基本目標】 

（仮）野々市の将来の姿を展望し、地域経済の拡大と持続可能な人口構造を維持

する。 

【施策目標】 

し ご と を 創 る ～産業・雇用～ 

ひ と の 流 れ を 創 る ～子育て・定住～ 

まちをつなぐ ひととつながる ～連携・交流～ 

５．策定のプロセス 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■創生法 

・安心して生活を営むことができる地域社会の形成：まち 

・地域社会をになう多様な人材の確保：ひと 

・地域において魅力ある多様な就業機会の創出：しごと 

長期ビジョン 政府版総合戦略 

・出生率： 

1.6（2020年） 

1.8（2030年） 

2.07（2040年） 

・人口： 

 １億人程度（2060年） 

※基本目標 
・地方における雇用創出 

・地方への新しい人の流れをつくる 

・若い世代の結婚等の希望をかなえる 

・時代にあった地域をつくり、 

安心なくらしを守る 

 目標年次 2020年 

達
成
す
べ
き
目
標 

国の目標値を勘案 

ののいち創生総合戦略 

石川県版人口ビジョン 
総合戦略 

国の政策パッケージの活用 

 

 

国・県の目標値に対する 
野々市市の考え方 

 
 
 
 
 

人口の現状分析 
将来展望に必要な調査 

（産業構造の分析を含む） 

ののいち創生長期ビジョン 

・将来の方向性 
・人口の将来展望 

達
成
す
べ
き
目
標 

勘
案 

勘案 

【しごと】 

主な施策のターゲット 

 大学生・生産年齢世代 

 ・子育て女性世代 

●産業創出系 施策 

●雇用創出系 施策 

【ひと】 

主な施策のターゲット 

 乳幼児・児童生徒・子育て世代 

 

●子育て（教育）系 施策 

●定住系 施策 

【まち】 

●インフラ系  施策  ：土地区画整理・中央地区整備 等 

●協働・連携系 施策  ：市民協働・大学連携・広域連携 等 

シティプロモーション（都市としてのブランド化） 

戦略的な広報活動施策 

本市に定住してもらうために必要な、仕事と
雇用が持続的にある地域となるための施策 

定住を希望される方に対する生活
環境の満足度向上のための施策 

定住志向を高め、持
続的に仕事と雇用が
ある地域となるため
に必要な、生活環境
の向上を目指す施策 

移住や定住、企業の
進出を促すために
は、まず、広く野々
市を知ってもらうこ
とが必要 

連携 

下支え 
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将来人口推計 

産業連関分析 
県民経済分析 
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次世代産業分析・大学等ヒアリング 

近隣・類似自治体政策調査 
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●ののいち創生総合戦略策定にかかる基本的な考え方 資料：３ 


